
第221 号
令和元年５月１日

   川内村議会事務局
       TEL 0240-38-3803
       FAX 0240-38-2116
   〒 979-1292

　双葉郡川内村
　　　大字上川内字早渡11-24

タイ・サッカー少年が来村
昨年７月にタイの洞窟に閉じ込められたサッカー少年が福島県を訪問。川内村にも４月８日（月）に訪問されました。
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◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。
　 議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　 帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

　次の定例議会は、
　　　　　６月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）
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平成31年第１回定例会
３月７日から13日まで開催
平成31年度予算、平成30年度補正予算、条例改正など

34議案が提出審議され全議案可決！
平成31年度　一般会計　当初予算額は、82億9,700万円!!

　平成31年第１回議会定例会は、平成31年３月７日から13日までの日程で開催された。今定例

会では、平成30年度各会計補正予算６件・平成31年度予算７件・条例改正及び条例制定議案19件・

契約締結議案１件・過疎地域自立促進計画の変更議案１件の34議案を原案通り可決しました。

◆平成30年度川内村一般会計補正予算(第４号)

　　既定の歳入歳出予算の総額に３億4,778万円３千円を減額し、予算の総額を49億4,436万１千円とした。

　　減額となった主な歳出は、林業専用道路整備事業費や除染委託事業費など。

◆平成30年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）

　　既定の歳入歳出予算の総額に991万７千円を増額し、予算の総額を５億1,408万１千円とした。

◆平成30年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算(第４号)

　　既定の歳出額内での補正で額に変更はなく、予算の総額は１億8,952万８千円です。

◆平成30年度川内村農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）

　　既定の歳入歳出予算の総額に300万円を減額し、予算の総額を１億1,581万１千円とした。

◆平成30年度川内村介護保険事業勘定特別会計補正予算(第４号)

　　既定の歳入歳出予算の総額に6,962万６千円を減額し、予算の総額を５億4,045万６千円とした。

◆平成30年度川内村後期高齢者医療特別会計補正予算(第３号)

　　既定の歳入歳出予算の総額に437万７千円を増額し、予算の総額を8,339万６千円とした。

◆川内村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

◆川内村税条例の一部を改正する条例

◆川内村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

◆地域活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例

◆川内村ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

◆川内村いわなの郷施設の設置条例の一部を改正する条例

◆いわなの郷体験交流館設置に関する条例の一部を改正する条例

◆たかやま倶楽部設置条例の一部を改正する条例

◆川内村温泉交流施設かわうちの湯設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

◆川内村ミニライスセンター設置及び管理運営条例の一部を改正する条例

◆川内村定住促進住宅条例の一部を改正する条例

◆川内村道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

◆川内村法定外公共物管理条例の一部を改正する条例

◆川内村室内型村民プール設置条例の一部を改正する条例

◆認定こども園設置条例の一部を改正する条例

◆川内村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

◆平成31年度東日本大震災等による被災者に対する国民健康保険税等の減免に関する条例の制定

◆川内村エゴマ搾油施設設置及び管理運営条例の制定

◆川内村帰還環境整備交付金基金条例の制定

◆土地売買契約の締結について

◆川内村過疎地域自立促進計画の変更について

可決された主な議案
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村からの行政報告

◆平成31年度川内村一般会計予算

　　予算額を82億9,700万円と定めた。

◆平成31年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計予算

　　予算額を４億3,692万４千円と定めた。

◆平成31年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算

　　予算額を１億6,198万４千円と定めた。

◆平成31年度川内村農業集落排水事業特別会計予算

　　予算額を２億8,324万４千円と定めた。

◆平成31年度川内村介護保険事業勘定特別会計予算

　　予算額を５億1,997万４千円と定めた。

◆平成31年度川内村介護サービス事業勘定特別会計予算

　　予算額を１千円と定めた。

◆平成31年度川内村後期高齢者医療特別会計予算

　　予算額を7,788万１千円と定めた。

１．住環境整備について
　福島県の仮設住宅を活用した、定住・二地域居住移住促進仮設住宅提供事業により、共同住宅１棟14部屋

を旧第三小学校跡地に移築工事を進めておりましたが、順調に工事が進み、昨年の12月21日に工事が完了い

たしました。

　１月には、住宅維持管理契約を締結し、先月の２月１日より入居募集を開始したところ、先月末までに全

部屋分の申し込みがあり、現在は空き待ちとなっているところでございます。

　今後も、住環境ニーズを的確に把握し、将来を見据えた住環境整備を進めてまいります。

２．賀詞交歓会について
　川内村の企業合同賀詞交歓会が、１月20日、昨年に引き続き開催され、震災前からの企業に加え、震災後

新たに川内村に進出した企業や進出を計画している企業そして、国・県・村・商工会の関係者など75人が出

席されました。出席者からは、「企業同士の交流、情報交換の場として有意義な機会だった。」との声が聞か

れました。

３．要望活動について
　12月20、21日の両日、双葉地方町村会・議長会において、本村からは私と議長が、自由民主党東日本大震

災復興加速化本部長及び根本匠厚生労働大臣ほか関係省庁に対し、双葉地方の復興・再生に向けて国民健康

保険、介護保険等の支援制度の継続や道路・鉄道の復旧・整備、双葉地方の教育環境の整備・充実など13項

目を要望してまいりました。

　12月13日には、橘復興副大臣が来庁され、その席にて教育環境整備への財政支援や、平成32年度以降の復

興支援等について、要望を行いました。

　また、今年１月24日には、礒﨑経済産業副大臣が来庁され、その席にて企業の課題でもある、配送事業の

再開や平成32年度以降の復興庁の後継組織、小中一貫校、ほ場整備、バーク問題などについて、要望を行い

ました。

４．教育関係行政報告
　村の教育環境整備については、小中一貫教育とコミュニティ・スクールの導入、教育施設の集約化と複合

化を図ることとして、現川内小学校敷地に義務教育学校の後期課程校舎の増築、小学校校舎の改築と防災機

能強化工事、認定子ども園を建築するための基本設計と実施設計を委託しておりましたところ、昨年の12月

にその成果品が納入されました。その概要については、先の全員協議会で報告したとおりでございます。

　今後、来年度に着工して2021年３月完成、４月供用開始を目指しているところでございます。この間、義

務教育学校９年間の教育課程の編成と認定子ども園幼児教育要領との連携、校歌、校章、制服等の検討とと

もにコミュニティ・スクール導入のために学校運営協議会の設置と試行、放課後子ども教室から児童クラブ

への移行等、ソフト面の整備も並行して進めていくこととしております。

　開校までには、克服しなければならない課題も多々ありますので、引き続きご指導とご支援をたまわりま

すようお願いを申し上げ行政報告と致します。主要事業の進捗についてご報告申し上げます。
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２
平成30年度川内村一般会計補正予算
(第４号)

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

３
平成30年度川内村国民健康保険事業
勘定特別会計補正予算（第３）

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

４
平成30年度川内村国民健康保険直営診療
施設勘定特別会計補正予算(第４号)

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

５
平成30年度川内村農業集落排水事業特別
会計補正予算（第４号）

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６
平成30年度川内村介護保険事業勘定特別
会計補正予算(第４号)

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

７
平成30年度川内村後期高齢者医療特別会
計補正予算(第３号)

可
決

〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

８
川内村職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部を改正する条例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

９ 川内村税条例の一部を改正する条例
可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

10
川内村国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

11
地域活力向上地域における固定資産税の
不均一課税に関する条例の一部を改正す
る条例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

12
川内村ひとり親家庭医療費の助成に関す
る条例の一部を改正する条例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

13
川内村いわなの郷施設の設置条例の一部
を改正する条例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

14
いわなの郷体験交流館設置に関する条例
の一部を改正する条例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

15
たかやま倶楽部設置条例の一部を改正す
る条例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

16
川内村温泉交流施設かわうちの湯設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条
例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

17
川内村ミニライスセンター設置及び管理
運営条例の一部を改正する条例

可
決

○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ －

各議員による採決状況
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樹

志
田
　
　
篤

渡
邉
　
一
夫

18
川内村定住促進住宅条例の一部を改正す
る条例

可
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

19
川内村道路占用料徴収条例の一部を改正
する条例

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

20
川内村法定外公共物管理条例の一部を改
正する条例

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

21
川内村室内型村民プール設置条例の一部
を改正する条例

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

22
認定こども園設置条例の一部を改正する
条例について

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

23
川内村放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

24
平成31年度東日本大震災等による被災者
に対する国民健康保険税等の減免に関す
る条例の制定

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

25
川内村エゴマ搾油施設設置及び管理運営
条例の制定

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

26
川内村帰還環境整備交付金基金条例の制
定

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

27 土地売買契約の締結
可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

28 川内村過疎地域自立促進計画の変更
可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

29 平成31年度川内村一般会計予算
可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

30
平成31年度川内村国民健康保険事業勘定
特別会計予算

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

31
平成31年度川内村国民健康保険直営診療
施設勘定特別会計予算

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

32
平成31年度川内村農業集落排水事業特別
会計予算

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

33
平成31年度川内村介護保険事業勘定特別
会計予算

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

34
平成31年度川内村介護サービス事業勘定
特別会計予算

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

35
平成31年度川内村後期高齢者医療特別会
計予算

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○＝賛成
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も
、「
生
産
者
が
自
ら
の

経
営
判
断
、
販
売
戦
略
に
基
づ
い

て
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
行
え
る

よ
う
に
す
る
。」
と
、「
米
」
政
策
の

見
直
し
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
米
の
生
産
数
量
目
標
が

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
た
平
成
29
年
産

ま
で
は
異
な
り
、
国
か
ら
米
の
需
給

見
通
し
の
情
報
提
供
を
受
け
た
県
か

ら
、
各
市
町
村
に
生
産
目
安
が
示
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
飼
料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
な
ど

の
新
規
需
要
米
へ
の
取
組
や
、
引
き

続
き
麦
、
大
豆
、
飼
料
用
作
物
等
の

戦
略
作
物
へ
の
転
換
に
つ
い
て
助
成

を
行
う
こ
と
で
、
今
後
も
米
価
の
安

定
に
向
け
た
米
の
生
産
調
整
と
併

せ
、
水
田
の
フ
ル
活
用
に
よ
る
食
料

自
給
率
の
向
上
も
図
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
で
は
、

主
食
用
米
へ
の
画
一
的
な
助
成
は
制

度
改
正
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し

て
、
平
成
30
年
産
米
か
ら
米
の
直
接

支
払
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
の
方
針
に
つ
い
て
も
平

成
26
年
の
方
針
転
換
時
点
か
ら
継
続

的
に
周
知
し
、
経
営
へ
の
影
響
が
少

な
く
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

答 質

井出　剛弘議員

〇一般質問の内容

通告順 議　員 質問事項

１ 井出　剛弘
１．基幹産業について

２．教育について

２ 新妻　幸子
１．川内村における　ふる里納税の取り組みについて

２．子どものいじめ問題について

３ 久保田裕樹 川内村ライブカメラ映像配信について

４ 佐久間武雄 パークゴルフ場の建設について

５ 坪井　利之
１．外出支援送迎サービスについて

２．保小中一貫教育の複合化施設整備について

６ 井出　　茂 学校給食について

※	今回の一般質問は、一問一答方式で行われ質問者の持ち時間は60分以内で、納得いくまで質問、答弁が繰

り返し行われました。

一 般 質 問 ６名の議員が村の考えを質す
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
村
農
業
は
、

水
稲
を
中
心
と
し
た
営
農
形
態
で
あ

り
、
農
業
者
の
方
々
の
地
域
農
業
に

対
す
る
役
割
も
大
き
な
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
米
価
下
落
が
最
も
大
き

な
問
題
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
の
施
策

で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
村
と
し
て
今

後
、米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
、

米
価
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
、
米
の
新
た
な
需
要

も
探
り
つ
つ
、
国
、
県
の
施
策
や
市

場
の
動
向
を
注
視
し
、
制
度
や
情
報

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
米
の

生
産
調
整
が
農
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
に

繋
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
営
農
組
織
へ
の
支
援
で
あ

り
ま
す
が
、
本
村
に
お
け
る
営
農
組

織
に
つ
い
て
は
、
農
業
機
械
の
共
同

化
や
共
同
作
業
に
よ
る
農
業
経
営
の

効
率
化
、
安
定
し
た
農
業
を
持
続
的

に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

昨
年
７
月
に
も
新
た
な
営
農
組
織
が

設
立
さ
れ
、
法
人
が
２
法
人
、
任
意

団
体
と
し
て
５
団
体
と
な
り
、
各
集

落
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
村
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
家

の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
と

し
て
解
消
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
国
で
は
、
減

反
の
廃
止
と
と
も
に
大
規
模
農
業
、

担
い
手
集
積
へ
の
政
策
と
も
い
え
る

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

を
平
成
27
年
４
月
に
改
正
し
て
お

り
、
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど

水
稲
支
援
の
中
で
申
し
あ
げ
た
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
経
営

所
得
安
定
対
策
に
よ
る
交
付
金
で
す

が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
集
落

営
農
及
び
認
定
農
業
者
に
限
り
、
ゲ

タ
対
策
及
び
ナ
ラ
シ
対
策
に
お
い
て

対
象
と
な
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
た
め
、
任
意
団
体
を

法
人
化
に
し
て
い
く
対
策
を
組
織
代

表
者
等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て

も
、
本
村
の
農
業
を
取
り
巻
く
現
状

に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
も
の
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
地
の
集
約
化
や

農
業
経
営
の
安
定
化
、
６
次
産
業
化

の
推
進
等
と
併
せ
ま
し
て
、
様
々
な

施
策
を
展
開
す
る
中
で
、
将
来
を
見

据
え
た
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て

①　

社
会
の
環
境
変
化
や

少
子
高
齢
化
に
よ
り
児
童

生
徒
の
数
も
減
少
し
県
内
で
も
大
き

な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
村
で
は
、
そ
の
対
策
の
１

つ
と
し
て
小
中
一
貫
教
育
を
目
指
し

平
成
29
年
教
育
環
境
整
備
検
討
委
員

会
が
設
置
さ
れ
検
討
さ
れ
た
結
果
、

新
た
に
「
川
内
小
中
学
園
」
と
し
て

平
成
16
年
に
新
築
さ
れ
た
小
学
校
を

中
心
に
２
０
２
１
年
春
の
開
校
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
開
校
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
状
況
を
お
伺

い
し
ま
す
。

②　

「
川
内
小
中
学
園
」
が
開
校
さ

れ
た
後
、
現
在
の
中
学
校
校
舎
、
認

定
こ
ど
も
園
や
周
辺
の
活
用
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。村

の
教
育
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、
先
の
原
子
力
災

害
に
よ
る
教
育
環
境
の
変
化
、
さ
ら

に
は
国
内
外
の
社
会
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
て
、
昨
年
度
に
村
の
教
育
環

境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、「
川

内
村
小
中
一
貫
教
育
・
学
校
施
設
複

合
化
施
設
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計

画
報
告
書
」
を
ま
と
め
全
員
協
議
会

で
も
報
告
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
小
中
一
貫
教

育
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
、
現
小
学
校
敷
地
に
一
体
型
の

義
務
教
育
学
校
と
認
定
子
ど
も
園
を

集
約
し
、
社
会
教
育
施
設
機
能
を
持

た
せ
る
複
合
化
等
を
図
る
こ
と
と
し

て
、
今
年
度
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
基

本
設
計
と
実
施
設
計
を
行
い
、
来
年

度
に
着
工
し
て
２
０
２
０
年
度
末
に

は
完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
並
行
し
て
ソ
フ
ト
面
の
整
備
も

答

質
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

進
め
て
お
り
、
今
年
度
は
義
務
教
育

学
校
の
設
置
条
例
と
教
育
基
本
計
画

の
策
定
、
さ
ら
に
は
認
定
子
ど
も
園

の
場
所
、
定
数
及
び
幼
保
連
携
型
に

機
能
を
変
更
さ
せ
る
た
め
に
、
設
置

条
例
の
一
部
改
正
を
今
議
会
に
提
案

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
、
小
中
９
年
間
の
一

貫
し
た
教
育
課
程
の
編
成
と
幼
児
教

育
要
領
と
の
連
携
、
学
校
運
営
協
議

会
の
試
行
、
校
章
、
校
歌
、
制
服
、

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、

運
営
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
、
２
０

２
１
年
４
月
に
は
供
用
開
始
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
川
内
小
中
学
園
が
開
校
さ

れ
た
後
、
現
在
の
中
学
校
校
舎
、
認

定
こ
ど
も
園
施
設
や
周
辺
の
活
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
中
学
校

及
び
か
わ
う
ち
保
育
園
は
平
成
33
年

３
月
31
日
に
閉
校
・
閉
園
と
な
り
ま

す
。
そ
の
後
の
校
舎
、
施
設
等
の
利

活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、「
川

内
村
公
用
施
設
等
利
活
用
方
針
検
討

委
員
会
」
を
立
上
げ
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
９

月
頃
ま
で
に
は
、
方
針
（
案
）
に
つ

い
て
、
答
申
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

川
内
村
に
お
け
る
ふ
る
里
納
税
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

ふ
る
里
納
税
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
ふ
る
里
納

税
に
対
す
る
納
税
者
へ
の
返
礼
品

に
つ
い
て
全
国
の
自
治
体
で
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
今
、

国
会
で
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
川
内
村
に
お
け
る
ふ
る
里
納

税
の
実
績
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

川
内
村
に
お
け
る
ふ
る
里

納
税
の
取
組
み
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
議
員

も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
地
方
間
格
差

や
過
疎
な
ど
税
収
の
減
少
に
悩
む
自

治
体
に
対
し
て
格
差
の
是
正
を
図
る

た
め
、
平
成
20
年
に
創
設
さ
れ
た
制

度
で
あ
り
ま
す
。
近
年
の
納
税
額
の

実
績
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
26
年
度

は
72
件
１
千
５
２
９
万
円
、
平
成
27

年
度
は
１
０
３
件
、
１
千
２
９
５
万

円
、
平
成
28
年
度
は
87
件
１
千
８
８

５
万
円
、
平
成
29
年
度
は
83
件
、
２

千
２
５
０
万
円
、
今
年
度
は
２
月
末

現
在
で
74
件
８
９
２
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
返
礼
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
５
万
円
以
上
が
特
別
栽
培
米
10

キ
ロ
を
３
袋
、
５
万
円
以
下
に
つ
い

て
は
味
噌
や
い
わ
な
の
加
工
品
な
ど

の
特
産
品
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
過
剰
な
返
礼
品
の
競
争
を
規
制
す

る
た
め
、
国
で
は
今
国
会
に
６
月
か

ら
の
規
制
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
地
方

税
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
認
可
制
に
移
行
す
る

と
の
報
道
も
ご
ざ
い
ま
す
。
本
村
と

し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
毎

年
寄
付
を
さ
れ
る
固
定
的
な
応
援
者

を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
長
期
的

に
川
内
を
応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン

の
獲
得
を
大
切
に
し
、
村
の
先
駆
的

事
業
に
賛
同
を
い
た
だ
く
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

答

新妻　幸子議員

質
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名
が
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久保田裕樹議員

川
内
の
米
や
特
産
品
は
も
ち
ろ
ん
、

返
礼
品
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
よ
り
、
受

入
額
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

全
国
的
に
学
校
で
の
い
じ

め
問
題
が
深
刻
な
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
近
年
、
小
中
学

校
で
認
知
件
数
が
急
増
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
川
内
村
の
い

じ
め
の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

昨
年
10
月
に
文
部
科
学
省

が
発
表
し
た
と
こ
ろ
で

は
、平
成
29
年
度
は
全
国
で
41
万
４
，

３
７
８
件
発
生
し
て
、
過
去
最
高
を

記
録
し
た
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
村
の
小
中
学
校
で
は
現
時
点

で
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
が

連
携
し
て
、い
じ
め
は
「
ど
の
学
校
・

学
級
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
」、「
ど

の
子
供
も
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
り
得
る
も
の
」
と
の
基
本
認
識
に

立
っ
て
、
い
じ
め
問
題
に
対
処
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
校
の
主
た

る
未
然
防
止
対
策
と
し
て
は
、

①
思
い
や
り
の
心
や
相
手
の
立
場
を

理
解
し
、
異
な
る
も
の
を
認
め
合

う
道
徳
教
育
や
外
部
講
師
に
よ
る

人
権
教
室
の
充
実

②
教
職
員
で
構
成
す
る
生
徒
指
導
委

員
会
を
週
１
回
開
催

③
全
国
の
い
じ
め
事
案
を
教
材
に
、

研
修
と
情
報
共
有
で
対
応
力
を
向

上
④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
い
じ
め
防
止
対
策

と
し
て
、
村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

研
修
会
の
実
施
と
「
ア
ウ
ト
メ

デ
ィ
ア
宣
言
」
等
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

次
に
、
早
期
発
見
対
策
と
し
て
、

①
生
徒
の
悩
み
事
相
談
と
調
査
を
年

２
～
３
回
実
施

②
児
童
生
徒
と
学
級
担
任
に
よ
る
二

者
面
談
、
さ
ら
に
保
護
者
を
加
え

た
三
者
面
談
の
実
施

③
生
活
ノ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
毎
日

生
徒
と
意
見
交
換

④
学
校
に
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
窓

口
を
設
置

⑤
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

定
期
、
随
時
の
個
人
面
談

等
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
対
策
と
し
て
は
、

毎
月
の
校
長
・
教
頭
会
で
児
童
生
徒

指
導
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ

き
、
平
成
27
年
４
月
に
「
川
内
村
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
制
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
学
校
の
取
組
を
支

援
し
つ
つ
重
大
事
態
へ
も
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

川
内
村
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
配
信
に

つ
い
て

双
葉
広
域
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映

像
配
信
は
、本
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
配
信
終
了
と
な
る
が
、
今

後
村
は
独
自
の
カ
メ
ラ
映
像
を
配
信

す
る
計
画
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
に
よ
る
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
、
ご
存

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
避
難
し

て
い
る
双
葉
地
方
の
住
民
が
ふ
る
さ

と
の
絆
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ふ
る
さ
と
の
映
像
を
提
供

し
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
村

内
に
は
８
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
当
初
、
事
業

期
間
を
カ
メ
ラ
設
置
か
ら
平
成
28
年

質答

答 質
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

度
ま
で
の
５
か
年
間
と
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
後
２
年
間
延
長
し
て
実

施
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
機
器
の
耐

用
年
数
が
過
ぎ
、
修
繕
費
の
大
幅
な

増
加
や
財
源
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
年
３
月
31
日
で
運

用
を
終
了
し
、
４
月
１
日
か
ら
順
次

撤
去
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
終
了
に
伴
い
、
担
当
係
に
お

い
て
機
器
を
譲
り
受
け
て
運
用
で
き

な
い
か
検
討
し
ま
し
た
が
、
管
理
す

る
た
め
の
サ
ー
バ
ー
の
再
構
築
や
機

器
の
老
朽
化
等
を
考
慮
し
、
独
自
で

の
配
信
を
断
念
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
に
つ
い
て

国
の
復
興
期
間
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
２
年
と
な
り
ま

し
た
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
つ

い
て
は
、
３
回
目
の
質
問
と
な
り
ま

す
。
今
回
、
村
民
か
ら
の
盛
り
上
が

り
も
あ
り
区
長
会
、
婦
人
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
連
名
に
て
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
必
要
性
を
求
め
る
請
願

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
者
の

１
人
と
し
て
村
民
に
応
え
な
け
れ
ば

と
今
回
の
質
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
質
問
に
対
し
、
村
長
か

ら
「
財
源
の
問
題
、
建
設
場
所
さ
ら

に
復
興
の
優
先
課
題
な
ど
も
含
め
検

討
し
た
い
」
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
の
村
民
か
ら
の
請
願
も

含
め
検
討
さ
れ
て
き
た
結
果
に
つ
い

て
、
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

６
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
お
答

え
し
た
後
、７
月
定
例
庁
議
の
中
で
、

目
の
前
の
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に

全
力
を
傾
注
し
、
復
興
に
係
る
事
業

を
最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と
、
財
源

の
問
題
を
含
め
課
題
整
理
の
た
め
の

情
報
収
集
を
行
っ
て
行
く
こ
と
を
協

議
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
先
の

議
会
で
は
、
い
わ
き
市
や
広
野
町
、

南
相
馬
市
の
状
況
を
お
示
し
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
情
報
収
集
で
は
、

飯
舘
村
が
、
今
年
春
に
２
コ
ー
ス
18

ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
る
予
定
や
、
田
村
市
で
は

平
成
31
年
度
に
お
い
て
４
コ
ー
ス
36

ホ
ー
ル
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
と

の
情
報
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
隣
接
市
町
と
の
、
施
設

の
競
合
に
よ
る
財
政
負
担
の
増
加
と

い
う
新
た
な
課
題
も
見
え
て
ま
い
り

ま
し
た
の
で
、
村
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
に
つ
い

て
の
請
願
書
の
検
討
と
併
せ
て
、
引

き
続
き
、
近
隣
町
村
の
整
備
の
動
向

も
見
極
め
な
が
ら
、
広
域
的
な
観
点

も
含
め
て
調
査
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質

答

佐久間武雄議員

坪井　利之議員

外
出
支
援
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

川
内
村
で
は
村
内
に
居
住

す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

や
障
害
者
の
う
ち
自
家
用
車
や
公
共

機
関
の
利
用
が
困
難
な
１
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
を
対
象

に
外
出
支
援
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
村
内
の
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
自
動
車
の
運
転
が

困
難
に
な
る
方
が
増
え
て
い
く
状
況

に
あ
る
た
め
家
族
の
負
担
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

質
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

負
担
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
た
め

に
外
出
支
援
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
家
族

が
近
く
に
い
る
方
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
対
象
範
囲
を
広
げ
る
べ
き
と

思
う
が
村
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

以
前
に
も
、
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
お

り
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、

被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
の
被
災
者

生
活
支
援
事
業
を
活
用
し
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
被
災
者
が
、
ふ
る
さ

と
に
帰
還
し
て
再
び
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
震
災
前
と
異
な
る
環
境
へ

の
対
応
や
日
常
生
活
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
の
不
足
な
ど
様
々
な
課
題
が
存

在
す
る
た
め
、
新
し
い
生
活
環
境
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
た

め
、
利
用
者
や
利
用
方
法
に
制
約
が

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
場

合
は
、
避
難
に
よ
っ
て
、
同
居
し
て

い
た
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
離

れ
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
帰
村
さ

れ
た
高
齢
者
の
中
に
は
交
通
手
段
が

な
く
な
り
、
不
自
由
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
交
付
金

を
利
用
し
て
、
外
出
支
援
送
迎
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
対
象
者
の
拡
大
は
難
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保
小
中
一
貫
教
育
の
複
合
化
施
設
整

備
に
つ
い
て川

内
村
の
保
小
中
一
貫
教

育
に
よ
り
３
つ
の
教
育
施

設
を
現
在
の
川
内
小
学
校
に
集
約
す

る
計
画
で
す
が
、
現
在
か
わ
う
ち
保

育
園
は
安
全
で
静
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
最
高
の
保
育
環
境
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
最
高
の
保
育
環
境
を

義
務
教
育
学
校
の
施
設
内
に
集
約
す

る
事
に
不
安
を
持
つ
保
護
者
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
。
保
育
園
を
義
務
教
育

学
校
の
敷
地
内
に
集
約
す
る
事
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
及
び
不
安
を

持
つ
保
護
者
へ
の
村
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

現
在
の
か
わ
う
ち
保
育
園

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
高

台
の
静
か
な
環
境
の
中
で
、
保
育
と

幼
児
教
育
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

一
方
、
近
年
の
急
激
な
少
子
化
の
進

展
や
家
庭
環
境
の
変
化
、
加
え
て
先

の
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
園
児
が
半

減
す
る
な
ど
、
そ
の
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
よ
り
効
果
的
な
保
育

と
幼
児
教
育
を
実
践
し
て
い
く
た
め

に
は
、
安
全
な
環
境
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
人
と
の
関
わ
り
を
意
識
的
に

つ
く
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
園
の
機

能
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
義
務
教
育
学
校
敷
地
に
併
設

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
的
に
児

童
生
徒
や
教
職
員
、
地
域
住
民
と
の

交
流
機
会
が
新
た
に
増
え
、
彼
ら
の

思
い
や
り
や
優
し
さ
、
強
さ
な
ど
の

人
間
的
魅
力
を
間
近
に
感
じ
ら
れ
る

と
と
も
に
近
未
来
の
自
分
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
目
標
化
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
併
せ
て
、
幼
保
連
携
型
と

し
て
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

小
１
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
連
携
が
図

り
や
す
く
な
る
た
め
、
小
１
プ
ロ
ブ

レ
ム
防
止
に
も
資
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
保
護
者
に
は
保
小

中
の
用
事
が
一
ヶ
所
で
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
ま

す
。
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
園
児
と

児
童
生
徒
の
体
格
差
や
運
動
能
力
の

違
い
を
考
慮
し
て
、
敷
地
や
活
動
区

分
を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て

参
り
ま
す
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と

い
え
る
ほ
ど
の
問
題
は
承
知
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
供
用
開
始
後
に
新
た

な
課
題
が
生
じ
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
場
合
は
議
会
を
は
じ

め
関
係
者
と
相
談
し
て
解
決
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
次
に
、
集
約
化
に
不
安
を
持

つ
と
い
う
保
護
者
の
声
は
、
こ
れ
ま

で
教
育
委
員
会
に
も
保
育
園
に
も
届

い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な

声
が
あ
る
と
す
れ
ば
個
々
具
体
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質

答

答
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こ
こ
が

聞
き
た
い　

議
員

６
名
が
登
壇

学
校
給
食
に
つ
い
て

平
成
33
年
４
月
開
校
を
目

指
し
て
い
る
義
務
教
育
学

校
で
す
が
、
給
食
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
小
学
校
の
厨
房
を
利
用

し
て
行
わ
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
一

括
で
行
わ
れ
る
と
事
に
よ
り
食
材
の

発
注
は
合
理
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
お
伺

い
し
ま
す
が
、

①
現
在
小
中
保
育
所
の
年
間
食
材
量

に
占
め
る
地
元
食
材
の
割
合
は
ど

の
程
度
な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

②
今
後
、
地
元
割
合
を
積
極
的
に
増

や
す
考
え
が
あ
る
か
ど
う
か
お
伺

い
し
ま
す
。

③
生
産
量
を
見
て
献
立
を
決
め
る
な

ど
、
生
産
者
と
栄
養
士
と
の
意
見

交
換
が
さ
れ
て
い
る
か
お
伺
い
し

ま
す
。

小
中
を
統
合
し
て
義
務
教

育
学
校
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
給
食
業
務
に
つ
い
て
は
食

材
の
発
注
を
は
じ
め
全
般
に
わ
た
っ

て
合
理
化
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
給
食
に
地
元
食
材
を
採
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
子
供
た
ち

の
食
育
や
ア
イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

醸
成
、
風
評
被
害
に
苦
し
む
生
産
者

へ
の
支
援
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
安
全
で
年
間
を
通
し
て
品
質
と

数
量
を
確
保
し
つ
つ
安
定
的
に
供
給

で
き
る
食
材
と
し
て
、
米
、
椎
茸
、

豆
腐
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
給
食
費
に
占
め
る
割
合
は
、

８
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。
米
に
つ
い
て

は
、
川
内
村
産
の
も
の
を
指
定
し
ま

す
と
流
通
経
路
の
関
係
か
ら
少
し
割

高
に
な
り
ま
す
が
、
差
額
を
負
担
し

つ
つ
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

２
点
目
の
地
元
産
品
を
増
や
す
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
述
し
た
状

況
を
考
慮
し
て
積
極
的
に
採
用
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
給
食
食
材
の
性
格
上
、
放
射

性
物
質
検
査
を
は
じ
め
安
全
な
も
の

を
、
年
間
を
通
し
て
品
質
と
数
量
を

確
保
し
て
安
定
的
に
供
給
す
る
契
約

を
締
結
し
た
う
え
で
、
納
品
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
参
り

ま
す
。

　

３
点
目
の
生
産
量
を
見
て
献
立
を

決
め
る
な
ど
、
生
産
者
と
栄
養
士
と

の
話
し
合
い
に
つ
い
て
は
、
直
接
納

入
し
て
い
る
豆
腐
、
椎
茸
供
給
者
と

の
情
報
交
換
は
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
米
生
産
者
と
は
流
通
経
路
か
ら

直
接
的
な
話
し
合
い
は
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
保
小
中
の
献
立
に
つ
い
て

は
、
給
食
委
員
会
で
前
月
中
旬
ま
で

に
決
定
し
て
お
り
、
栄
養
士
は
そ
の

１
ヶ
月
前
か
ら
カ
ロ
リ
ー
計
算
を
含

め
て
準
備
に
入
る
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
生
産
量
に
献
立
を
合
わ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
こ
と
が

多
く
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

質

井出　　茂議員
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　平成31年第１回議会臨時会は、２月６日開催された。今臨時会では、福島県市町村総合事務組合規

約の一部を改正する規約の専決処分報告１件、川内村室内型村民プールの指定管理者の指定につい

て審議され、原案どおり可決成立した。

可決された主な議案

　◆専決処分の報告（福島県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約）

　◆川内村室内型村民プールの指定管理者の指定について

　　川内村室内型村民プールの指定管理者を株式会社フクシ・エンタープライズに決定。

　　（指定管理期間は、平成31年度から３年間）

　平成31年第２回議会臨時会は、３月29日開催された。今臨時会では、「川内村穀物乾燥調製施設建設

工事請負変更契約の締結について」の専決処分報告１件、平成30年度川内村一般会計補正予算及び工

事請負変更契約の締結についての２議案が審議され、原案どおり可決成立した。

可決された主な議案

　◆専決処分の報告（川内村穀物乾燥調製施設建設工事請負変更契約の締結について）

　◆平成30年度川内村一般会計補正予算

　　かわうちの湯温泉整備工事にかかる工事請負費の増額と繰越明許について。

　◆工事請負変更契約の締結について

　　かわうちの湯温泉工事にかかる工期を平成31年６月28日まで変更する工事請負変更契約の締結

平成31年第１回臨時会　２月６日開催

専決処分の報告１件、村民プールの指定管理者の
指定についての議案が可決成立

平成31年第２回臨時会　３月29日開催

専決処分の報告１件、平成30年度川内村一般会計補正予算と
工事請負変更契約の締結の２議案が可決成立

　令和２年６月川内村にオープン予定の（株）農について、千葉県多古町にある川内村に建設予定の同

施設（セントラルキッチン・野菜をカットチルド等にする）を平成31年３月19日に視察研修を行いました。

　また、そのあと日本語の教育場である同系列が運営している国際協力日本語学院において、川内村

での農業など取り組みについての話を聞いてきました。

多古町の５月稼働予定のセントラ
ル・キッチン　川内村には1.5倍程
度の施設を建設予定とのこと

施設内の状況 国際協力日本語学院での説明状況

視　察　研　修
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請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和

議会ホームページもご覧ください

議会議員の紹介、議会構成、議会日程、議会だよりはもちろん、

議会内容を記録した会議録も見られます。ぜひご覧ください。

http://www.kawauchimura.jp/page/dir000045.html

川内村議会


